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莇生田 整治 慶応義塾大学 講師 【マイクロ】 熟練微細手技を人工再現するμm超精密手術システムの開発 

評価 
力触覚技術の基本的な知財を持って展開し、またこの広い分野での応用が期待され、世界中の企業との連携が可能な開発技術であ

る。熟練の技のデータ化への展開も可能であるため、計画変更はあったものの、変更した計画での成果が得られたと評価された。 

 


